
緑色緑色    　　    I2C接続有機ＥＬ表示器（１６文字ｘ２行）

ＯＬＥＤモジュール　ＳＯ１６０２ＡＷＧＢ－ＵＣ－ＷＢ

　１：ＶＳＳ

　２：ＶＤＤ

　３：／ＣＳ

　４：ＳＡ０

　５：ＮＣ

　６：ＮＣ

　７：ＳＣＬ

　８：ＳＤＡｉｎ

　９：ＳＤＡｏｕｔ

１０：ＮＣ

１１：ＮＣ

１２：ＮＣ

１３：ＮＣ

１４：ＮＣ

★文字そのものが発光する、視認性の良い有機ＥＬを使用したキャラクタ表示器です。

★マイコン（ＰＩＣやＡｒｕｄｕｉｎｏ等）との接続は、信号線２本のＩ２Ｃインターフェイスです。

★明るさ（コントラスト）はコマンドで設定しますので、調整用の外付けＶＲが不要です。（初期値７Ｆ）

★電源電圧：３．３Ｖ（消費電流：全点灯時＝約８０ｍＡ、全消灯時＝約８ｍＡ）　

　　　　　

■外形図■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■端子配列■

■端子の説明■
番号 記号 レベル 説明 番号 記号 レベル 説明

１ ＶＳＳ ０Ｖ 電源グランド ７ ＳＣＬ Ｈ／Ｌ Ｉ２Ｃクロック入力

２ ＶＤＤ ３.3 Ｖ 電源＋ ８ ＳＤＡ in Ｈ／Ｌ Ｉ２Ｃデータ入力　ＳＤＡｏｕｔと接続して「ＳＤＡ」として使用★２

3 ／ＣＳ ０Ｖ 必ずＶＳＳに接続してください★１ 9 ＳＤＡ out Ｈ／Ｌ Ｉ２Ｃデータ出力　ＳＤＡｉｎと接続して「ＳＤＡ」として使用★２

４ ＳＡ０ Ｈ／Ｌ ＳＬＡＶＥ ＡＤＤＲＥＳＳ １０～

　　１４

ＮＣ ーーー 何も接続しないでください

５、６ ＮＣ －－－ 何も接続しないでください

★１「／ＣＳ」は必ずＶＳＳに接続する必要があります。「／ＣＳ」を使った複数個使用はできません。

　　１つのＩ２Ｃバスに接続できるＳＯ１６０２Ａモジュールは「ＳＡ０」のＨ／Ｌを設定した２個以内です。

★２「ＳＣＬ」「ＳＤＡ（ＳＤＡｉｎ８ピン、ＳＤＡｏｕｔ９ピンを接続）」を４．７Ｋ Ω でプルアップしてください。

◎ご注意◎　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■マイコンとの接続例■
基板裏面の茶色の薄いフレキシブルプリントケーブルは、

非常に繊細な状態で基板と接合されています。

絶対に触れないようにしてお取り扱いください。

■内部ブロック図■

■絶対最大定格■　　　　　　　　　　　　　　　　■電気的定格■



■Ｉ２Ｃタイミングチャート■　　　　　　　　　　■リセット時のＣＧＲＡＭの状態■

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  「Extended Command Set（拡張コマンドセット）中の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「Function Selection B」の D3～D0 で、CGROM のバンクと CGRAM の

　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　状態が決定されます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 リセット後は CGROM のバンクＣが選ばれています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 CGRAM は 0x00～0x07が RAM として使用され、0x08～0x0F を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 指定しても何も表示されません。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■Ｉ２Ｃプログラム例■（3.3V版Ａｒｄｕｉｎ用）

 

■Ｉ２Ｃデータフォーマット■
☆「ＳＡ０」ｂｉｔはモジュールのＳＡ０端子の設定に従い指定します。　　

■リセット時のキャラクタジェネレータの状態■

#include <Wire.h>
#define OLED_ADRS 0x3C  //SA0=L(SA0=H の場合は 0x3D)

int DisplayON     = 0x0F,
ClearDisplay  = 0x01,
ReturnHome    = 0x02;

void setup() {
Wire.begin(); //Wire ﾗｲﾌﾞﾗﾘを初期化し、I2C ﾏｽﾀとしてﾊﾞｽに接続
init_oled();
}

void loop() {
  char moji[] = "I2C  OLED WHITE12345";
  for(int i = 0; i < 20; i++) {
  writeData(moji[i]);
  }
  

  writeCommand(0x20+0x80); //2 行目の先頭

  

  for(int i = 0; i < 20; i++) {
  writeData(i+0xB1);
  }  
contrast_max(); //輝度を最大に設定
while(1){}
}

//----main end----
void writeData(byte t_data)
{
  Wire.beginTransmission(OLED_ADRS);
  Wire.write(0x40);
  Wire.write(t_data);
  Wire.endTransmission();
delay(1);
}

void writeCommand(byte t_command)
{
  Wire.beginTransmission(OLED_ADRS);
  Wire.write(0x00);
  Wire.write(t_command);
  Wire.endTransmission();
delay(10);
}

void contrast_max(){
writeCommand(0x2a);//RE=1
writeCommand(0x79);//SD=1
writeCommand(0x81);//コントラストセット

writeCommand(0xFF);//輝度ＭＡＸ

writeCommand(0x78);//SD を０にもどす

writeCommand(0x28); //2C=高文字　28=ノーマル
delay(100);
}

void init_oled() 
{
delay(100);
writeCommand(ClearDisplay); // Clear Display
delay(20);
writeCommand(ReturnHome);   // ReturnHome  
delay(2);
writeCommand(DisplayON);    // Send Display on command  
delay(2);
writeCommand(ClearDisplay); // Clear Display  
delay(20);
}



■使い方■
１、基本的なコマンドは、一般的なＳＣ１６０２と同じですが、ＩＳビット、ＲＥビット、ＳＤビットを使用したコマンドが増設定されています。

２、コントラスト（明るさ）は、外付けＶＲではなく、ＯＬＥＤコマンドセットで設定します。リセット後は０ｘ７Ｆが設定されています。

　　値は０ｘ００～０ｘＦ F間で設定できますが、０ｘ００に設定しても完全に表示が消える事はありません。

３、コントラスト調整などのＯＬＥＤコマンドセットと ROM バンク切替などの拡張コマンドセットが追加されています。

４、Ｉ２Ｃ端子のＳＤＡ（ＳＤＡｉｎ＋ＳＤＡｏｕｔ）、ＳＣＬは外部で４．７Ｋ Ω程度の抵抗でプルアップする必要があります。

５、／ＣＳ端子は必ずグランドに接続してください。この端子を使用して、複数のＳＯ１６０２Ａモジュールのコントロールはできません。

６、ＳＡ０端子を使用して同じＩ２Ｃバス上にＳＯ１６０２Ａのモジュールを２個同時に使用可能です。ＳＡ０端子をＨにした個体を指定するにはスレー

　　ブアドレスのＳＡ０ビットを１に、ＳＡ０端子をＬにした個体を指定するにはスレーブアドレスのＳＡ０ビットを０にしてください。

■データとコマンドのＷＲＩＴＥ方法■
・スレーブアドレスは０ｘ３Ｃ（０ｘ３Ｄ）です。（カッコ内は SA0=1の場合）

　（ＰＩＣマイコンでＭＰＬＡＢ Ｘをご使用の場合は、８ビット表現で０ｘ７８（SA0=０）、０ｘ７Ａ（SA0=1）として下さい）

・Ｒ／Ｗ＃ビットは１が読み出し、０が書き込みです。　

・ＡＣＫは、書き込みの場合ＳＯ１６０２Ａ側から、読み出しの場合はマイコン側から送出されます。

・Ｃｏはスレーブアドレスに続いて送られるコントロールバイト＋データバイトが複数の場合１を、最終組あるいは１組のみの場合０設定します。

・Ｄ／Ｃ＃は、コントロールバイトに続く８ビットがデータの場合は１、コマンドの場合は０を設定します。

■液晶表示　ＤＤＲＡＭアドレス■
１行目 0x00 0x01 0x02 0x03 0x04 0x05 0x06 0x07 0x08 0x09 0x0A 0x0B 0x0C 0x0D 0x0E 0x0F

２行目 0x20 0x21 0x22 0x23 0x24 0x25 0x26 0x27 0x28 0x29 0x2A 0x0B 0x0C 0x2D 0x2E 0x2F

■初期設定■
このモジュールはリセット後に内部で初期設定を行っており、通常は「Display ON」コマンドのみで使用できますが、リセット後に「Clear Display」

「Return Home」コマンドを実行する事をお勧めいたします。

delay(100);
writeCommand(0x01); // Clear Display　　　　　　　ＤＤＲＡＭアドレス全域に０ｘ２０（空白）を書き込む

delay(20);
writeCommand(0x02);   // ReturnHome  　　　　　　アドレス０ｘ００（1行目左端）にカーソル移動

delay(2);
writeCommand(0x0F);    // Send Display on command   表示ＯＮ

delay(2);
writeCommand(0x01); // Clear Display 　　　　　  　ＤＤＲＡＭアドレス全域に０ｘ２０（空白）を書き込む

delay(20);
　

■基本コマンドセット■



■基本コマンドセット（続き）■　　　　　　　　　　■拡張コマンドセット■

■ＯＬＥＤコマンドセット■


